
岡山神社　
令和の大改修並びに御鎮座四百五十年奉祝事業

岡山神社は岡山の

城下町が開かれる

前より、「岡山」と

いう丘に鎮座され

岡山の地名の由来

する由緒を持ち、

また宇喜多直家以

来小早川氏、池田

氏と岡山城の守護神として歴代の城主の信仰の篤かった神社であります。

永い歴史の中で、度々の老朽化はもとより、太平洋戦争時には空襲により焼失した時もご

ざいました。しかしその都度、氏子はもとより岡山神社を祟敬する多くの心ある方々のご

協賛によりまして、立派に建て替え、復興がなされてまいりました。

来る令和五年には、当社が岡山城築城に伴い岡山城本丸の地から現在の鎮座地である石関

町に遷りご鎮座してから四百五十年を迎える事となります。佳年を奉祝すると共に、雨風

にて損傷の著しい江戸時代の建築であります随神門や戦後復興の際造営された本殿、拝殿

などの大改修を行う運びとなりました。

今回の大改修事業は先人の偉業を受け継ぎ、「岡山」の街の始まりである岡山神社の信仰と

文化を次代に伝えて行くことであり、今を生きる私たちの務めであると痛感しております。

コロナ禍で大変厳しい状況の中、この度の事業協賛のお願いは大変恐縮するものでござい

ますが、何卒この趣旨をご理解いただきましてご協力を賜りますようお願い申し上げます。

岡山神社宮司　久山信太郎

ご奉賛のお願い



岡山神社随神門

事業内容

（岡山市指定重要文化財　平成 16 年 2 月 24 日指定）

御本殿の扉修復並びに外面塗替え（令和三年実施済み）

随神門の全面改修

拝殿幣殿の外面塗替え

調度品並びに
祭典用具の調整

境内の整備

ご鎮座四百五十年奉祝事業

岡山神社随神門は、池田継政によって延享二年（１７４５年）に造営された、
三間一戸の八脚門で、岡山藩直営の普請になる 18 世紀中頃の基準的建築物です。
岡山城下で岡山空襲でも焼け残った数少ない江戸時代の建築物です。

改修後の御本殿



総事業費

ご奉賛の特典
ご芳名は下記の通り境内にて顕彰いたします。

奉賛額：三百万円以上　石柱（高さ 150cm 永久顕彰）
奉賛額：百万円以上　　石柱（高さ 120cm 永久顕彰）
奉賛額：十万円以上　　石柱（高さ 120cm 同じ石柱に皆様のご芳名を掲載　永久顕彰 )
奉賛額：一万円以上　　芳名板にご芳名を掲載いたします。

ご奉賛頂きました皆様に記念品をお渡しいたします。
令和五年の全て事業が終了後に石柱や芳名板を設置いたします。

一億円

戦前の御本殿

お問い合わせ 〒700-0813　岡山県岡山市北区石関町 2-33
MAIL   info@okayama-jinjya.or.jp　　電話 086-222-7198　FAX 086-222-7192
※社務所受付時間・電話受付時間ともに：9 : 00 ～ 16 : 30（平日・日・祝）



岡山神社　修復記念事業　奉賛金申込書
「修復記念事業」の趣意に賛同し、下記の通り奉賛いたします。

個人名
又は

会社・団体名

ふりがな

〒（　　　-　　　　　）

@

金　　　　　　　　　　　　円也

□　　神社へ直接ご持参
□　　銀行へお振込
□　　現金書留
□　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

令和　　　　年　　　月　　　日に納入しました。

【部署・役職】 【氏名】

会社・団体
代表者氏名

会社・団体
ご担当者氏名

住所
所在地

電話番号 FAX

メールアドレス

奉賛金額

納入日

払込方法

芳名公表

申込書記入日 神社記入蘭令和　　年　　月　　日 No.

※お荷物等が確実に届く住所をご記入ください。
　マンション・建物の名称・部屋番号等

※払込方法の□に　をお付けください

※境内の掲示・刻名の可否です、いずれの□に　をお付けください。
※会社・団体にて芳名公表について了承された場合、境内の掲示・刻名は
　会社・団体名、又は個人名どちらかをご指定ください。

※境内掲示・刻名・発送などで使用致しますのでご了承下さい。

□　　了承する

□　　会社・団体名

ふりがな

ふりがな

□　　了承しない

□　　個人名

スマホからもお申し込みいただけます

FAX: 086-222-7192
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